
社会科学習指導案

授業日時 20２１年１０月１９日（火）第２校時

単元名： 授業学級 ５年１組

「私たちの生活とお米」
授業会場 ５年１組教室

授 業 者

（全１０時間扱い中 第１時） 指 導 者

（1）主眼（授業の手立て＆ねらい）
（○○の子ども達が）○○の場面で，○○を通して，〇〇をすることができる／できるようになる。

家で食べているお米の産地・銘柄を調べてきた子どもたちが、①遠い所で作られたお米を食べている理由

を考える場面で、実際にスーパーで売られているお米や産地について知り、そのことについて考える活動

を通して、なぜスーパーで売っているお米に他県のものが多いのか・身近なお米がどこへ行っているのか

の理由ついて疑問を持つ

（2）展開

学習活動 予想される子どもの反応 「授業者の主な発問」・※留意点・【教

材】

時間

導
入

１．導入

２．普段の生

活圏に田んぼ

があることを

地図から知る

・米！

・野菜！

・今の時期は何にもないよ

・この前稲刈りしてた

・１アールって何？

→アールについてのスライド

・たくさん収穫できるんだ

・この辺だけでも一杯取れるんだね

・色々なところに出荷されてると思

う

・私たちが食べてるんじゃない？

*事前に用意したスライドを用いる

田畑の写真見せる（付属小の裏手の航

空写真）『スライド１』

ここで何が作られているか知ってる？

→廊下に出て実際に見てみる

そうだね、野菜とか果物とか、長野な

らリンゴも多いよね。後はお米とか。

先生が普段行く野球場の近くもこの前

稲刈りしてたよ。どうだろう、意外と

広いかな？

ところで、田んぼからお米ってどのく

らいとれるんだろうね

＊田んぼ一単位あたり米がどのくらい

とれるのかの図『スライド 2～3』

「1アールあたり 531 ㌔」

田畑の写真へ戻る

この近くだけで170000kgものお米が

1年間で作られている

「こんなにたくさんのお米ってどこに

行ったんだろうか？」

０

１０

【学習課題】長野県で取れたお米はどこへ行くのだろうか、また、普段食べているお米はどこから来るのだろうか

【学習問題】

生活圏に田んぼがある一方で、普段食べているお米がどこか

らきているのかを知る



展
開

３．課題の確

認

４．疑問の提

示

５．疑問につ

いての意見提

示

・コシヒカリ食べてる

・新潟とかたくさんお米がとれると

ころから来てるんじゃないかな

・私の家はあきたこまちだった

・私の家は長野県のお米食べてるよ

・意外と長野県のお米多いね

・パンのほうが好き

・新潟とか山形は稲作が有名だよ

・そっちのほうが美味しいんじゃな

い？

・そっちの方が安い

→②へ

・量がたくさんとれるのかも

・色々なところでお米作っているん

じゃない？

・長野のお米は高級なんだよ

→お米の高級って何が違うんだろ

う？珍しいお米なのかな？

事前課題の確認へ。

「みんなが食べてるお米ってどこから

来てるのだろう」

＊課題のデータをまとめたもの『スラ

イド４』を提示

「新潟産とか山形産とかが多いことが

分かる」

広告のスライドへ『スライド５～６』

「長野県のスーパーマーケット、ツル

ヤとか西友なんだけど、全国のお米が

売っているんだよね」

「ちなみに先生の家のお米は新潟県産

のコシヒカリなんだよね」

「長野県（すぐそこ）でたくさんお米

がとれているのに、なんで？」『スラ

イド７～９』

①みんなが遠いところで作られたお米

を食べているのはなんでだろう？

地産地消→P１２０

②輸送費とかもかかる筈なのに安いの

はなんでだろう？

③じゃあ長野の（近く）で取れたお米

はどこへ行ったんだろう？

ここで出た意見や疑問を黒板にまとめ

る→これを次回以降調べたり学んだり

していく

例）新潟とか有名だよ→なんで有名な

んだろう

量がたくさんとれる→たくさんとれ

る工夫とかがあるのかな

長野の近くの米は特殊なお米じゃな

い→何か種類とか特徴があるのかな

１５

２５

３５

終
末

６．振り返り お米について新しく知ったことやこれ

から知りたいことを書いてみよう。

４０

【本時の評価（評価する対象）】

普段食べているお米がどこから来たのか、長野県

で作られた米がどこへ行くのかを切り口に、私た

ちにとって身近なお米について考えることができ

る




